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●開発途上国の農村工業　
開発途上国の農村を訪れて、この村には農業
の他にどのような産業があるのだろうか、興味を持ったこと ある人も多いはず。そんな折事業所データを使ってカンボジアの産業集積について調べる機会があった。こ ような研究では通常都市部にある製造業の集積に関心が集まるが、カンボジア ような途上国の場合、農村工業のプレゼンスも高い。今回のフォト・エッセイでは、筆者がカンボジアで撮影し 写真をもとに農村工業の現状と将来について、産業立地の視点から考えてみたい。●コメ関連産業の立地　
カンボジアではコメと関係が深い産業の事業




① 田んぼの中を移動する精米機（プレアシアヌーク州、2015 年 3 月筆者撮影）
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（プレアシアヌーク州、2015 年 3 月筆者撮影）
④ 食材を包むライスペーパーを作る女性
（バッタンバン州、2016 年 3 月筆者撮影）
③ 米焼酎の蒸留装置（カンダール州、2016 年 2 月筆者撮影）
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アムリアップ州）である 同工場ではトンレサップ湖で捕れた魚の内臓を処理 干物を作っている。内陸部における水産加工業の立地 川や湖の周辺に限定されており、水産資源の豊富なトンレサ は、ポテンシャルが高く、捕れた魚の一部をタイにまで輸出している。
⑤ コメで作った麺。工場の入り口に売店があり、近所の住民が買っていく
（タケオ州、2016 年 2 月筆者撮影）
⑦ トンレサップ湖で捕れた魚の干物（シアムリアップ州、2016 年 3 月筆者撮影）
⑥ トンレサップ河近くの煉瓦工場。煉瓦を焼く炉の前で工員がポーズ
（カンダール州、2016 年 3 月筆者撮影）
⑧ 大規模な精米施設とそれを見守る作業員
（バッタンバン州、2016 年 3 月筆者撮影）
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写真⑧は、有名なコメの産地、バッタンバン
州にあり、設備投資額が一〇〇〇万ドルを超える大規模精米工場の内部である。カンボジアでは、籾米の多くがタイやベトナムに非公式に輸出されており、それに危機感を感じたカンボジア政府 国内 精米能力を高めて輸出を増やそうとしている。写真の工場は年間一万八〇〇〇トンの精米をＥＵや中国に輸出している（写真⑨はＥＵに輸出さ るコメ袋） 。　
写真⑩は、仏像の製造に特化した村でみた職









（バッタンバン州、2016 年 3 月筆者撮影）
⑩ 仏像の村の工房で作業する職人
（コンポントム州、2016 年 3 月筆者撮影）
⑨ ヨーロッパに向けて輸出される米袋（バッタンバン州、2016 年 3 月筆者撮影）
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